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ってどうしてできるの～ 

 
 
 

 

 

褥
じょく

瘡
そう

とは？？ 

健康な人は睡眠時でも寝返りなどをして同じ姿勢をとることは少ないですが、

介護が必要な方は寝たきりとなり、同じ姿勢で過ごすことが多いです。 

褥瘡は一般的に「床ずれ」と呼ばれるもので、強い圧迫を 2時間加わり続け

ると、皮膚やその下の組織が圧迫され、血流が悪くなって傷ができる状態で

す。 

 

 褥
じょく

瘡
そう

ができる主な原因・リスク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

褥
じょく

瘡
そう

ができやすい場所は？？ 

 

 

 

 

 
 

 

 



今日からできる３つの褥
じょく

瘡
そう

予防 

① こまめに体勢を変える 

② 皮膚を清潔・乾燥に保つ 

③ 必要な栄養・水分をとる 

 

特に｢体位変換｣+｢圧抜き｣が大切！ 

体勢を変えるのみを行うのではなく、褥
じょく

瘡
そう

の出来やすい部位は特に圧抜きを

行いましょう身体と間の圧迫や皮膚のずれを解消できます。 
※圧抜き＝体にかかっている圧を一時的に逃がすこと 

 

圧抜き方法・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっとした変化に気づくことが、褥瘡予防の第一歩です。 

気になることがあれば、いつでもスタッフにご相談ください。 
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